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みんな前向き、東ＧＯ！
　登米市立東郷小学校では、子どもたちに少しでも楽しい思い出を残してほしいという目的でウォークラリーを実施し
ました。場所は小学校の近くにある大嶽山の興福寺です。ここは奥州三十三観音霊場第十番札所で知られる歴史ある寺
院です。地元文化の素晴らしさにふれ、時にはクイズで頭を悩ませたりしながら楽しいひと時を過ごしました。 
「みんな前向き、東ＧＯ！」 　 
　校長先生の掛け声と共に子どもたちが元気よく出発する姿に、前向きに夢と希望に向かって進んで欲しいという願い
を込めて、素晴らしい人生を歩んでほしいと感じました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

通信員　長倉　智幸

地域ぐるみで育てよう,心豊かでたくましい「みやぎの子」
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去
る
、
令
和
６
年
５
月
25
日
に
宮
城
県
青
年
会
館
に

て
令
和
６
年
度
代
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
各
地
区

別
連
合
体
及
び
代
議
員
の
半
数
以
上
の
出
席
を
も
っ
て

代
議
員
会
は
成
立
し
ま
し
た
。
宮
城
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

浅
野
直
美
会
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
で
は
じ
ま
り
、
令
和

５
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
な
ら
び
に
、
令
和
６

年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
に
つ
い
て
審
議
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
代
議
員
会
で
決
定
し
た
こ
と
が
各
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
を
通
し
て
み
な
さ
ん
が
活
動
さ
れ
て
い
る
単
位
Ｐ
Ｔ

Ａ
へ
と
共
有
さ
れ
て
い
く
流
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
活
動
方
針
は
「
地
域
ぐ
る
み
で
育
て
よ
う
、

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
み
や
ぎ
の
子
」
を
主
題
に
掲
げ

活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
や
、
事
業
内
容
と
し
て
は
、

10
月
27
日
に
東
松
島
市
で
開
催
さ
れ
る
宮
城
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

研
究
大
会
東
松
島
大
会
に
向
け
て
結
束
力
を
持
っ
て
取

り
組
む
こ
と
。

　
ま
た
11
月
30
日
に
成
田
公
民
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ

る
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
会
に
は
、
仙
台
育
英
学
園
高
等
学

校
の
須
江
監
督
が
講
師
で
基
調
講
演
を
い
た
だ
く
こ
と

が
決
定
し
て
い
ま
す
。
（
Ｐ
８
参
照
）
そ
の
他
に
も
公

益
社
団
法
人
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
や
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
の
活
動
も
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情
報
発
信

し
て
い
き
ま
す
の
で
是
非
ご
活
用
い
た
だ
き
、
私
た
ち

宮
城
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
に
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
積
極
的

な
参
加
を
心
よ
り
ご
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
令
和
５
年
度
調
査
広
報
委
員
　
浅
沼
　
賢
史

令
和
６
年
度
代
議
員
会

役　職 地　区 氏　　名

会 長 東 松 島 浅　野　直　美

副 会 長 遠 田 平　吹　　　淳

副 会 長 気 仙 沼 尾　坪　博　史

副 会 長 富 谷 黒 川 畑　山　和　晴

副 会 長 塩 竈 佐　藤　　　英

副 会 長 栗 原 佐々木　篤　志

副 会 長 小 校 長 会 渕　村　祐　司

副 会 長 中 校 長 会 髙　橋　禎　毅

監　　事 宮 城 鈴　木　洋　市

監　　事 登 米 高　橋　直　行

監　　事 丸 森 菊　地　利　行

常任理事 名 取 齋　藤　勇　介

常任理事 石 巻 木　村　奈緒子

役　職 地　区 氏　　名

常任理事 大 崎 湯　山　栄　大

常任理事 富 谷 黒 川 笠　原　由　佳

理 事 白石・刈田 菊　地　忠　久

理 事 蔵 王 松　崎　正　知

理 事 柴 田 川　部　美貴子

理 事 角 田 佐　藤　和　隆

理 事 丸 森 鳥　居　恵理香

理 事 亘 理 佐　伯　智　宏

理 事 岩 沼 小　菅　寿　美

理 事 名 取 髙　橋　絵里子

理 事 宮 城 若　附　　　恵

理 事 塩 竃 長　南　正　一

理 事 多 賀 城 星　山　純一郎

役　職 地　区 氏　　名

理 事 富 谷 黒 川 伊　藤　拓　也

理 事 大 崎 伊　藤　伸　浩

理 事 遠 田 大　上　さつき

理 事 加 美 中　島　雅　俊 

理 事 栗 原 狩　野　良　太 

理 事 石 巻 近　藤　裕　紀

理 事 石 巻 大　森　憲　市

理 事 東 松 島 熱　海　光太郎

理 事 登 米 石　川　　　悟

理 事 気 仙 沼 奥　原　幹　雄 

理 事 南 三 陸 小　坂　健　爾

委嘱理事 東 松 島 浅　野　和　久

役 員 紹 介役 員 紹 介

新体制で始動

開会行事であいさつをする浅野会長
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子どもたちに愛情を授ける

　
宮
城
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
会
員
の

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本
会
の
活
動

に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
に
引
き
続
き
、
宮
城

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
東
松
島
市
の
浅
野
直
美
と

申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

社
会
教
育
団
体
で
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織

と
し
て
、
各
地
域
、
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ

に
お
き
ま
し
て
、
今
日
的
な
様
々
な

地
域
課
題
及
び
教
育
課
題
に
一
番
近

い
場
所
で
向
き
合
い
、
解
決
に
向
け

誠
心
誠
意
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
と
推

察
い
た
し
ま
す
。

　
み
や
ぎ
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
温
か
い

眼
差
し
で
支
え
続
け
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
、
改
め
て
衷
心

よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、
心
か
ら
の

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
近
年
、
児
童

生
徒
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
日
進
月
歩
で
進
む

情
報
化
社
会
で
あ
り
、

ま
た
多
様
な
価
値
観
が

尊
重
さ
れ
、
現
代
社
会

の
中
に
お
き
ま
し
て
、

不
登
校
、
い
じ
め
問
題
、

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
と

の
付
き
合
い
方
等
大
変

に
複
雑
化
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
そ
の
も
の
に
対
す
る
考
え

方
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

様
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

役
割
と
存
在
意
義
を
、
私
た
ち
の
行

動
や
活
動
か
ら
ご
理
解
い
た
だ
き
、

地
域
の
頼
れ
る
存
在
と
な
れ
る
よ
う

責
任
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　
私
た
ち
が
地
域
や
社
会
に
育
ま
れ

て
成
長
し
て
来
た
よ
う
に
、
次
は
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
愛
情
を
つ

な
い
で
い
く
責
任
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
互
い
に
支
え
合
い
、

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
健
全
な

成
長
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
目
的
で
あ
り
、
共
に
理
解
を
深
め

合
い
な
が
ら
歩
み
を
進
め
て
行
け
る

よ
う
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
私
た
ち
大
人
が
過
ご
す

時
間
と
は
異
な
り
、
子
ど
も
が
子
ど

も
で
い
る
時
間
は
と
て
も
貴
重
で
す
。

小
学
校
、
中
学
校
生
活
の
1
年
、
1

日
、
今
こ
の
瞬
間
は
決
し
て
戻
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
の

「
今
」
を
大
切
に
し
て
将
来
へ
の
糧

と
な
る
実
り
あ
る
時
間
と
す
る
た
め
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
を
よ
り

確
か
な
も
の
と
し
、
社
会
全
体
で
守

り
育
て
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
宮
城
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
、
本

年
度
の
活
動
方
針
に
「
地
域
ぐ
る
み

で
育
て
よ
う
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し

い
み
や
ぎ
の
子
」
を
掲
げ
ま
し
た
。

こ
の
実
現
に
向
け
、
目
的
意
識
と
主

体
性
を
も
っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
展
開

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
引
き
続
き
「
み
や
ぎ
の

子
ど
も
た
ち
」
に
惜
し
み
な
い
愛
情

を
授
け
て
い
た
だ
き
、
私
た
ち
も

「
今
」
し
か
な
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
の

か
け
が
え
の
な
い
時
間
の
中
で
、
親

子
共
々
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
「
み
や
ぎ
に
生
ま
れ
て
良
か
っ

た
」
と
子
ど
も
た
ち
が
思
え
る
よ
う

な
、
よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
に
力
を

合
わ
せ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
第
34
代
会
長

　
　
　
　
　
　 

浅
野
　
直
美

会
長
あ
い
さ
つ

会
長
あ
い
さ
つ

第34代会長　浅野　直美

Naomi Asano
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宮城県代表決定

　
審
査
広
報
委
員
と
し
て
、
宮
城
県
教

育
庁
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
・
班
長
小

泉
一
樹
様
、
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
み
や
ぎ
」
の
印

刷
契
約
を
し
て
い
る
南
郷
印
刷
の
社
長

石
川
俊
樹
様
と
本
会
の
会
長
・
副
会
長

及
び
調
査
広
報
委
員
会
に
て
厳
正
な
る

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

 

審
査
の
結
果
、
小
学
校
の
部
は
金
賞

３
校
・
銀
賞
３
校
・
佳
作
２
校
の
８
校

が
、
中
学
校
の
部
は
金
賞
２
校
・
銀
賞

２
校
・
佳
作
５
校
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
結
果
は
下
記
の
と
お
り
で
す
）

 

審
査
委
員
の
講
評
と
し
て
、
「
先
生

や
生
徒
・
保
護
者
だ
け
で
は
な
く
祖
父

の
声
を
掲
載
し
て
い
た
記
事
が
あ
っ
た

が
、
地
域
と
学
校
の
繋
が
り
が
感
じ
ら

れ
た
」
「
生
徒
の
卒
業
を
迎
え
る
気
持

ち
を
創
作
四
字
熟
語
で
表
現
し
た
記
事

に
生
徒
の
こ
れ
ま
で
の
思
い
が
感
じ
ら

れ
た
」
「
余
白
や
文
字
の
字
体
・
フ
ォ
ン

ト
の
大
き
さ
や
使
い
方
、
写
真
の
レ
イ
ア

ウ
ト
も
工
夫
さ
れ
て
お
り
、
読
み
手
が
見

や
す
い
広
報
紙
が
多
か
っ
た
」
な
ど
講
評

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
・
中
学
校
共
に

金
賞
・
銀
賞
を
受
賞
し
た
10
校
の
広
報
紙

は
宮
城
県
の
代
表
と
し
て
全
国
広
報
紙
コ

ン
ク
ー
ル
へ
出
品
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

宮
城
県
の
広
報
紙
が
全
国
で
も
受
賞
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
令
和
５
年
度
調
査
広
報
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
岡
　
正
博

第40回宮城県ＰＴＡ連合会広報紙コンクール入賞団体

【小学校の部】 【中学校の部】

金　賞　　　　　　　　　　　　

石巻市立前谷地小学校父母教師会

大 崎 市 立 川 渡 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ

大崎市立古川第四小学校父母教師会

銀　賞　　　　　　　　　　　　

栗 原 市 立 築 館 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ

気仙沼市立気仙沼小学校父母教師会

加美町立東小野田小学校父母教師会

佳　作　　　　　　　　　　　　

白石市立白石第二小学校父母教師会

松島町立松島第二小学校ＰＴＡ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

『かがやき』

『レインボー』

『虹～にじ～』

『杉』

『かなえ』

『かけはし』

『はぎ』

『輪』

金　賞　　　　　　　　　　　　

栗 原 市 立 築 館 中 学 校 Ｐ Ｔ Ａ

栗 原 市 立 栗 駒 中 学 校 Ｐ Ｔ Ａ

銀　賞　　　　　　　　　　　　

川 崎 町 立 川 崎 中 学 校 Ｐ Ｔ Ａ

富谷市立日吉台中学校ＰＴＡ

佳　作　　　　　　　　　　　　

気仙沼市立条南中学校父母教師会

大崎市立古川南中学校ＰＴＡ

美里町立不動堂中学校ＰＴＡ

蔵王町立円田中学校父母教師会

大崎市立三本木中学校ＰＴＡ

『大樹』

『トライアングル』

『川崎中学校ＰＴＡだより』

『やまなみ』

『じょうなん』

『みなみかぜ』

『かけはし』

『円田中学校 ＰＴＡ会報』

『かしわ』

○は全国広報紙コンクールに応募いたします。

審査のポイント第40回宮城県ＰＴＡ連合会

広報紙コンクール
第40回宮城県ＰＴＡ連合会

広報紙コンクール
　去る、令和６年５月11日（土）第40回宮城県ＰＴＡ連合会広報紙コンクール
審査会が開催されました。この審査会は、第46回全国小・中学校広報紙コンク
ールへの出品する広報紙を決定するもので、今年度は昨年度よりも２校多い、
29校（小学校15校・中学校14校）の応募数となりました。

ＰＴＡ活動の実態を掲載しているか

会員が関心をもって読む内容か

会員の生の声が反映されているか

積極的な企画性アイデアがみられるか

記事を生かす写真の利用がされているか

読みやすさ、見やすさ（編集、レイアウト）
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５日間の貴重な経験

国内研修事業で感じたこと 「真面目」な生徒会長から

　このたび僕は国内研修事業に参加させてもらいま

した。そこで学び、考え、感じたことを紹介します。 

　まず１つ目は、仲間と助け合い協力し合う力はと

ても大事だと感じました。研修の中で様々な体験を

しました。その全てはほとんど仲間との協力が必要

不可欠なものでした。一人でもできるような仕事も

ありましたが、仲間と助け合い、お互いに支え合う

ことは一人でやるより、ずっと効率的だったと研修

中に行動をしている中で、そう感じました。

　２つ目は、コミュニケーションをとることです。

僕の班ではよく「人間知恵の輪」をやりました。こ

れは円状になり、対角線上にいる相手と片方の手を

つなぎ、もう片方は別の人とつなぎ、班全員のから

まった腕をほどき、円にするというゲームで、この

ゲームでは、お互いコミュニケーションをとり、自

分の状況を理解し相手に話すことが大切だと教わり

ました。皆、失敗をし続けていたけれど、コミュニ

ケーションをしっかりとりつつ、最後に円にするこ

とはできなかったけれど、とても惜しいところまで

ほどくことができて、僕はそれだけでも凄くうれし

かったです。 　

　お互い協力し合い、高め合う研修では、僕にはま

だ足りない何かを教えてくれた気がしました。僕は

沖縄で会えた仲間や支えて下さった皆さんに感謝を

忘れず、これを糧に、より成長したいと思います。

　「真面目だね」 

　よく友だちにこのようなことを言われる私。もち

ろん、真面目といわれることはとても嬉しく、誇ら

しい気持ちになります。しかし、生徒会長として学

校を引っ張っていくためには「真面目」だけでは足

りないとどこかで感じていた自分がいました。

　会長として親しみを持ってもらうためにはどうす

れば良いのかと悩んでいた時に、この国内研修事業

に出会いました。私は自分に足りないものを見つけ

るために参加を決意しましたが、同級生とはいえ、

初めて会う全国の人たちと５日間を過ごすことに不

安と緊張ばかりを覚えていました。ところが、研修

が始まると多くの人が初日から前に立ったり、自ら

話しかけたりと積極的に行動をしていました。 　

　そこで、私は自分に足りていなかった大切なこと

に気づきました。それは「壁をつくらずに接するこ

と」です。私は「男子だから」「初対面だから」な

どと先入観を持ち、勝手な壁をつくってしまいます。

けれども研修に参加していた人は誰とでも気さくに

話し、自分の居場所を確立していました。 　

　積極的に行動する姿に刺激を受け、私も自分から

話しかけることができ、まるで別人になったと自分

でも感じるまでに成長しました。この経験を日々の

生活に生かし、自分の理想とする生徒会長に近づけ

るよう努力していきたいです。

　集団宿泊を通じてコミュニケーション能力や他者への

理解を高めるとともに、体験活動を通じて社会環境や自

然環境への視野を広めるために「国内研修事業」が開催

され、宮城県からは２名の生徒が参加しました。。

　集団宿泊を通じてコミュニケーション能力や他者への

理解を高めるとともに、体験活動を通じて社会環境や自

然環境への視野を広めるために「国内研修事業」が開催

され、宮城県からは２名の生徒が参加しました。。

令和６年３月26日～30日令和６年３月26日～30日

国内研修事業国内研修事業
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塩
竈
市
立
第
二
小
学
校
で
は
こ
れ
ま
で
ベ
ル
マ

ー
ク
活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
令
和

４
年
度
よ
り
、
こ
の
回
収
を
止
め
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
プ
リ
ン
タ
や
レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
の
イ
ン
ク
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
や
ト
ナ
ー
の
回
収
の
み
と
す
る
こ
と

に
し
、
回
収
活
動
の
縮
小
、
効
率
化
を
図
り
ま
し

た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
時
か
ら
貯

ま
っ
て
い
た
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
や
ト
ナ
ー
を
令
和
５

年
度
は
２
月
の
活
動
時
に
仕
分
け
を
し
て
各
メ
ー

カ
ー
へ
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
活
動
の
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
子
ど
も

た
ち
へ
の
支
援
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

癒
さ
れ
た
地
区
セ
ミ
ナ
ー

通
信
員
　
佐
藤
　
正
宏

Ｐ
Ｔ
Ａ 

活
動
の

　
　
　
改
革
の
第
一
歩

通
信
員
　
鈴
木
　
友
規
子

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
再
開
す
る
に

あ
た
り
、
従
来
の
活
動
を
見
直
し
、
制
服
・
運
動

着
の
リ
ユ
ー
ス
活
動
を
試
行
し
ま
し
た
。 

　 

　
何
も
か
も
が
手
探
り
の
状
態
で
し
た
が
、
役
員

同
士
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で
意
見
を
交
わ
し
合
い
、
リ

ユ
ー
ス
品
の
回
収
、
展
示
・
販
売
ま
で
順
調
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
小
規
模
な
が

ら
も
好
評
を
い
た
だ
け
た
た
め
、
次
年
度
以
降
も

継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

　
制
服
・
運
動
着
が
先
輩
か
ら
後
輩
へ
つ
な
が
り
、

保
護
者
同
士
も
つ
な
が
れ
る
こ
の
活
動
を
、
今
後

は
も
っ
と
気
軽
に
、
楽
し
く
行
え
る
も
の
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。つ

な
が
る
こ
と  

〜
制
服
・

  

運
動
着
の
リ
ユ
ー
ス
活
動
か
ら
〜

通
信
員
　 

岡
　
あ
き

塩竈市塩竈市

岩沼市岩沼市
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栗原市栗原市

　
栗
原
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会

と
し
て
、
４

年
ぶ
り
と
な

る
『
栗
原
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
地
区

セ
ミ
ナ
ー
』
を
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
熊
谷
育
美
さ
ん
を
講

師
に
お
招
き
し
て
開
催
し
ま
し
た
。 

　 

　
演
題
は
『
き
み
は
　
た
か
ら
も
の
』
と
し
て
３
人
の
子
育
て
真
っ

最
中
の
熊
谷
さ
ん
の
子
育
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
、
会
場
の
参
加
者
か

ら
は
「
そ
う
そ
う
！
」
と
い
う
言
葉
や
笑
い
声
が
聞
か
れ
る
な
ど
、

と
て
も
和
や
か
で
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
歌
あ
り
ト
ー
ク
あ

り
の
内
容
で
、
演
題
の
『
き
み
は
　
た
か
ら
も
の
』
は
、
熊
谷
さ
ん

の
曲
の
タ
イ
ト
ル
で
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
へ
の
深
い
愛
情
、
想
い

が
詰
ま
っ
た
曲
に
会
場
は
感
動
と
温
か
い
空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。  

　
子
ど
も
と
親
と
学
校
と
地
域
が
一
緒
に
な
っ
て
活
動
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
必
要
性
、
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
と
と
も
に
、
熊
谷
さ
ん
の

曲
に
癒
さ
れ
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。



PTAPTA

　
大
崎
市
立
岩
出
山
小
学
校
で
は
、
研
究
大
会
の

テ
ー
マ
で
も
多
か
っ
た
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
在
り
方
」
を

考
え
統
合
か
ら
６
年
を
む
か
え
る
に
あ
た
り
、
行

事
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
制
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　
学
校
行
事
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
、
関
わ
る
時

期
、
役
割
を
明
確
に
し
、
小
さ
く
す
る
こ
と
で
負

担
を
減
ら
し
関
わ
り
や
す
く
す
る
こ
と
で
、
よ
り

多
く
の
方
が
か
か
わ
り
や
す
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
活
発
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
白
石
刈
田
地
区
父
母
教
師
会
連
合
会
で
は
令
和
５
年

度
、
東
北
大
学
加
齢
医
学
研
究
所
の
榊
浩
平
助
教
授
に

お
越
し
頂
き
、
『
生
活
習
慣
の
改
善
と
学
力
の
関
係
性

に
つ
い
て
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
ス
マ
ホ
と
学
習
意
欲
の

関
係
性
や
自
己
管
理
能
力
に
つ
い
て
の
講
話
を
し
て
頂

く
予
定
で
し
た
が
、
台
風
接
近
に
伴
い
残
念
な
が
ら
中

止
と
な
り
ま
し
た
。 

　
単
Ｐ
の
我
が
白
石
市
立
福
岡
小
学
校
で
は
白
石
市
危

機
管
理
課
様
か
ら
講
師
を
お
迎
え
し
て
『
地
域
の
安
全

と
避
難
所
で
出
来
る
こ
と
』
を
テ
ー
マ
に
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
活
用
し
た
地
域
の
危
険
箇
所
の
確
認
や
避
難
所

で
の
動
き
（
テ
ン
ト
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
設
営
）
を

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
児
童
、
保
護
者
、
教
職
員
に

感
染
症
の
罹
患
者
の
増
加
に
伴
い
こ
ち
ら
の
行
事
も
中

止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

 

令
和
５
年
度
は
思
う
よ
う
な
活
動
が
行
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次
年
度
も
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

成
長
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

４
年
ぶ
り
の
活
動
再
開

通
信
員
　
大
平
　
一
光

で
き
る
人
が
で
き
る
こ
と
を

　
で
き
る
時
期
に
で
き
る
範
囲
で

通
信
員
　
大
山
　
匡
貴

　
角
田
市
父
母
教
師
会
連
合
会
で
は
、
４
年
ぶ
り

と
な
る
市
Ｐ
連
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ス
ポ
ー
ツ

玉
入
れ
）
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
親

善
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
種
目
と
し
て
は
初
め
て
の
玉

入
れ
と
い
う
こ
と
で
、
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

で
準
備
等
が
大
変
で
し
た
が
、
担
当
校
、
役
員
で

協
力
し
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
会
は
役
員
、
会
員
、
先
生
方
で
構
成
さ
れ
た
チ

ー
ム
の
学
校
対
抗
で
、
練
習
、
大
会
と
単
Ｐ
会
長

や
各
学
校
の
会
員
の
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
と
て
も
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。 

　 

　
市
Ｐ
連
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
『
青
少
年
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
安
全
利
用
に
つ
い
て
～
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ

ル
に
遭
わ
な
い
為
に
～
』
を
テ
ー
マ
に
講
話
を
い

た
だ
き
、
学
校
と

保
護
者
が
協
力
し

て
子
ど
も
た
ち
を

守
る
と
い
う
こ
と

を
改
め
て
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

 

こ
れ
ら
の
活
動

か
ら
私
た
ち
保
護

者
も
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
学
び
学
校

と
の
連
携
を
深
め
、

地
域
の
方
々
か
ら

の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
活
動
を

し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。
全
て

は
、
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
の
た
め
に

!!
（
令
和
５
年
度

の
事
業
よ
り
）

角田市角田市

大崎市大崎市
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白石・刈田
地区

白石・刈田
地区

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

　
　
　
　
成
長
の
た
め
に

通
信
員
　 

柴
田
　
憲
一



環境に配慮した用紙・
インクを使用しています。

県Ｐ連の情報をお届けします

ＰＴＡみやぎ第193号　令和６年７月10日発行　年間購読料150円
発行所／宮城県ＰＴＡ連合会・印刷／有限会社 南郷印刷 8

お知らせ
http://www.miyagi-pta.gr.jp/
☎022－295－9581・9590

　

　

　

講師：仙台育英学園高等学校　

　　　硬式野球部監督
　　　須江　航氏
会場：成田公民館

　県Ｐ連は、会員の皆さまから納入いただく会費で

運営しています。

　会員の福祉の向上と児童生徒の健全な成長を図る

ため、計画的に事業に取り組むとともに、その事業

の在り方等について見直しを行いながら、適切な運

営に努めています。

　県Ｐ連会費は、期限９月30日（金）までに納入い

ただくよう、ご理解とご協力をお願いします。

　この度、宮城県ＰＴＡ連合会のウェブサイトがリ

ニューアルされました。新しいデザインと機能を取

り入れ、より使いやすくなりました。新しいコンテ

ンツも追加され、会員の皆様により充実した内容を

提供することができるようになりました。

　今後もサイトを改善していきますので、新しいサ

イトのご利用をお楽しみいただければ幸いです。

　宮城県ＰＴＡ連合会広報紙「ＰＴＡみやぎ」第

192号（令和６年２月29日発行）Ｐ３　記念講演　

講師　髙橋礼華氏のルビに誤りがありました。

「誤」たかはし　れいか

「正」たかはし　あやか

期日／令和６年10月27日（日）

会場／奥松島運動公園体育館

第73回宮城県ＰＴＡ研究大会

東松島大会
第73回宮城県ＰＴＡ研究大会

東松島大会

テーマ

  令和６年５月25日の代議員会にて宮城県ＰＴＡ連
合会も新体制として新年度スタートとなりました。
私事ではありますが、令和５年度をもって退会とな
りました。
　令和元年度に理事として１年、令和４年度より常
任理事（調査広報委員長）として２年の計３年間で
はありましたが、宮城県ＰＴＡ連合会に携わること
ができました。
　この間、同じ志しを持った多くの方々と出会い、
自分の人生においても大変充実した期間となりまし
た。このような経験をできましたのも子どものおか
げです。子どもが縁でたくさんの方々と繋がり、Ｐ
ＴＡ活動を通じて皆さまとの絆を築けました。
　この限られた期間の中で、縁・繋がり・絆を大事
にして、これからもＰＴＡ活動に励んでいただきた
いと願っています。
　これまでの皆様方のご協力に心から感謝いたしま
す。大変ありがとうございました。
　　　　　令和５年度調査広報委員長　月岡　正博

編集後記

訂正のお知らせ

納入にご協力願います！

第19回単位ＰＴＡ会長会
令和６年11月30日（土）に決定

宮城県ＰＴＡ連合会
ウェブサイトリニューアル

○ひろげよう！

○がっこう・家庭・地域から

○まんてんの笑顔！

○つなごう未来へ！

東松島市立矢本第一中学校 １年　阿部　凪芭さん
（※応募当時：東松島市立大塩小学校 ６年）
シンボルマークに込めた思い
・東松島の美しい自然がずっと続いてほしい
・皆笑顔でいてほしい

あ　べ　　 なの は

原案


